
〔書
　
評
〕

近
年
、
明
治
維
新
史
研
究
が
ふ
た
た
び
活
発
と
な

っ
た
。
明
治
維

新
史
学
会
の
論
集
が
、
平
成
四
年

（
一
九
九
二
）
の
第

一
輯

『幕
藩

権
力
と
明
治
維
新
』
の
出
版
後
、
第
二
・
三
輯
が
つ
ぎ

つ
ぎ
に
出
版

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
そ
れ
を
示
す
。
そ
の
よ
う
な
近
年
の
明
治
維
新

史
研
究
に
お
い
て
、
と
く
に
刺
激
的
な
労
作
を
指
摘
す
る
な
ら
ば
、

家
近
良
樹

『幕
末
政
治
と
倒
幕
運
動
』
貧

九
九
五
年
、
吉
川
弘
文

館
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。

幕
末
政
治
史
を
取
り
上
げ
た
同
書
は
、
薩
摩

。
長
州
両
藩
な
ど
の

西
南
雄
藩
討
幕
派
中
心
で
あ
る
従
来
の
研
究
に
対
し
、　
一
橋
慶
喜

・

会
津
藩

・
桑
名
藩
の
い
わ
ゆ
る

一
会
桑
勢
力
に
主
眼
を
置
い
た
研
究

と
し
て
新
鮮
で
あ
る
。　
一
会
桑
勢
力
の
な
か
で
も
と
り
わ
け
会
津
藩

を
主
体
と
し
た
中
央
政
局
の
分
析
は
、
本
書
に
お
い
て
本
格
化
さ
れ

松

尾

正

人

た
と
い
っ
て
よ
い
。
歯
切
れ
の
よ
い
記
述
で
新
た
な
視
点
を
つ
ぎ

つ

ぎ
に
提
示
し
た
本
書
は
、
研
究
者
は
も
と
よ
り
明
治
維
新
史
に
は
じ

め
て
取
り
組
む
者
に
と
っ
て
も
大
い
に
役
立
つ
に
ち
が
い
な
い
。

そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
よ
う
な
本
書
の
概
要
を
は
ば
広
く
紹
介
し
、
そ

の
成
果
を
明
治
維
新
史
研
究
の
共
通
の
財
産
と
す
る
こ
と
は
、
明
治

維
新
史
を
学
ぶ
者
の
責
務
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
本
書
の
問
題
点
を

指
摘
し
、
維
新
史
研
究
の
さ
ら
な
る
前
進
を
は
か
る
の
も
意
義
あ
る

こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

一

本
書
の
成
果
と
問
題
点
を
論
じ
る
前
提
と
し
て
、
ま
ず
は
じ
め
に

本
書
の
立
論
の
構
成
を
簡
単
に
紹
介
す
る
。

家
近
良
樹
著

『幕
末
政
治
と
倒
幕
運
動
』
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本
書
は
、
幕
末
政
治
と
倒
幕
運
動
の
分
析
に
主
眼
を
置
い
て
い
る

が
、
時
期
的
に
は
会
津
藩
主
松
平
容
保
の
京
都
守
護
職
就
任
か
ら
戊

辰
戦
争
に
お
け
る
会
津
藩
降
伏
ま
で
を
取
り
扱
い
、
そ
れ
ら
を
五
段

階
に
分
け
て
論
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第

一
段
階
の
慶
応
元
年

四

・
五
月
か
ら
翌
二
年
八
月
上
旬
に
つ
い
て
は
、　
一
橋

・
会
津

・
桑

名
の

一
会
桑
権
力
の
確
立
と
同
権
力
に
よ
る
朝
廷
掌
握
が
進
ん
だ
こ

と
、
そ
れ
に
と
も
な
う

「反
幕
派
」
の
主
な
打
倒
対
象
が
、
幕
府
と

り
わ
け

一
会
桑
や
朝
廷
内
の
関
自
二
条
斉
敬

。
ヂ
宮
ら
に
向
け
ら
れ

た
時
期
と
位
置
づ
け
た
。
ま
た
第
二
段
階
の
慶
応
二
年
八
月
中
旬
か

ら
翌
三
年
二
月
に
つ
い
て
は
、　
一
会
桑
権
力
の
分
裂
、　
一
橋
慶
喜
の

将
軍
職
就
任
、
孝
明
天
皇
の
急
逝
と
い
う
新
た
な
政
治
情
勢
が
発
生

し
た
時
期
と
区
分
し
た
。
幕
府
と
薩
摩
藩
の
間
に
協
調
関
係
が
見
ら

れ
、
倒
幕
派
の
目
標
が
不
明
確
に
な

っ
た
と
評
し
て
い
る
。
そ
し

て
、
第
二
段
階
の
慶
応
三
年
二
月
か
ら
同
年
十
月
は
、
幕
薩
協
調
路

線
が
破
綻
し
て
、
武
力
倒
幕
が
現
実
の
課
題
と
し
て
浮
上
し
、
倒
幕

派
の
打
倒
目
標
が
会
津
藩

・
テ
宮
に
絞
ら
れ
た
時
期
と
み
な
し
た
。

第
四
段
階
の
慶
応
三
年
十
月
か
ら
翌
四
年
正
月
に
つ
い
て
は
、
幕
府

の
大
政
奉
還
後
、
倒
幕
派
に
よ
っ
て
王
政
復
古
に
難
色
を
示
す
会

津

・
桑
名
両
勢
力
の
京
都
追
放
が
実
施
さ
れ
、
さ
ら
に
幕
府
本
体
の

打
倒
が
具
体
化
さ
れ
た
時
期
と
論
じ
た
。
そ
し
て
、
最
後
の
第
五
段

階
の
慶
応
四
年
二
月
か
ら
同
年
九
月
は
、
松
平
容
保
の
会
津
帰
国
と

そ
の
後
の
会
津
藩
の
降
伏
に
よ
っ
て
、
倒

（討
）
幕
が
最
終
的
に
達

成
さ
れ
た
時
期
と
位
置
づ
け
た
。

以
上
が
本
書
の
立
論
の
構
成
に
と
も
な
う
時
期
区
分
で
、
左
が
そ

の
章
構
成
で
あ
る
。

序
　
章
　
倒
幕
に
至
る
最
終
過
程
と
分
析
視
角

第

一
章
　
△バ
津
藩
の
中
央
政
局

へ
の
登
場

第
二
章

　
一
会
桑
権
力
の
成
立
と
確
立
―
―
倒
幕
過
程
の
第

一
段

階
―
―

第
二
章
　
御
所
諸
門
の
警
備
問
題
と
会
津
藩
主
導
型
警
備
体
制
の

確
立

第
四
章

　
一
会
桑
権
力
の
崩
壊
―
―
倒
幕
過
程
の
第
二
段
階
―
―

第
五
章
　
幕
薩
協
調
路
線
の
破
綻
と
倒
幕
運
動
の
本
格
的
進
展

―
―
倒
幕
過
程
の
第
二
段
階
―
―

第
六
章
　
倒
幕
の
実
現
―
―
倒
幕
過
程
の
最
終
段
階
―
―

補
　
ユ柵
　
幕
末
期
の
朝
廷
に
新
設
さ
れ
た
国
事
審
議
機
関

こ
の
よ
う
な
章
構
成
で
幕
末
政
治
過
程
を
追
究
し
た
本
書
の
内
容

は
、
多
彩
な
史
料
の
引
用
と
き
わ
め
て
新
鮮
な
分
析
視
角
の
連
続
で

あ
る
が
、
そ
の
概
要
を
紙
幅
の
ゆ
る
す
範
囲
で
各
章
ご
と
に
紹
介
す

る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
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ま
ず
、
本
書
の
分
析
視
角
を
提
示
し
た
序
章
に
続
く
第

一
章
は
、

幕
末
政
局
の
中
で
会
津
藩
が
中
央
政
局

へ
進
出
し
、
幕
末
政
治
の
主

役
に
登
場
し
た
経
緯
を
分
析
し
た
。
安
政
五
年

（
一
八
五
八
）
の
日

米
修
好
通
商
条
約
調
印
以
後
の
朝
廷
と
幕
府
間
の
政
治
的
変
化
、
雄

藩
勢
力
の
台
頭
、
尊
王
攘
夷
運
動
の
高
揚
と
い
っ
た
新
た
な
政
治
状

況
に
対
応
し
た
動
向
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
主
に
文
久
二
年
間
八
月

の
松
平
容
保
の
京
都
守
護
職
就
任
と
、
翌
三
年
正
月
に
新
設
さ
れ
た

会
津
藩
公
用
方

（局
）
に
よ
る
藩
政

。
朝
廷
掌
握
の
実
情
を
明
ら
か

に
し
た
。
独
自
の
構
想
を
持
た
な
い
会
津
藩
の
現
状
追
認
策
、
尊
攘

派
と
の
対
抗
関
係
の
経
緯
を
も
指
摘
し
て
い
る
。

第
二
章
で
は
、　
一
会
桑
権
力
の

「確
立
」
を
慶
応
元
年

（
一
八
六

五
）
四

・
五
月
段
階
と
し
、
そ
の

「崩
壊
」
を
翌
二
年
八
月
上
旬
と

し
て
、
こ
の
期
間
を
倒
幕
過
程
の
第

一
段
階
と
規
定
し
た
。
同
時
期

に

一
会
桑
三
者
は
、
条
約
勅
許
を
勝
ち
と
り
、
小
笠
原
長
行

・
板
倉

勝
静
の
老
中
就
任
を
成
功
さ
せ
、　
一
方
で

一
橋
慶
喜
が

「政
務
輔

翼
」
、
松
平
容
保
が

「政
事
相
談
」
、
松
平
定
敬
が

「政
務
参
与
」
と

な
り
、　
一
会
桑
権
力
が
そ
の
絶
頂
期
を
む
か
え
た
と
い
う
。
そ
し

て
、　
一
会
桑
の
中
核
が
容
保
と
会
津
藩
公
用
方
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
会
津
藩
が
朝
廷
と
幕
府
両
者
の
結
合
の
媒
介
と
し
て
の
役
割
を

は
た
し
た
と
評
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、　
一
会
桑
権
力
に
よ
る
朝
廷
掌
握

に
対
し
、
反
幕
府
派
の
打
倒
対
象
が

一
会
桑
と
こ
れ
を
支
援
す
る
二

条
関
自

・
ヂ
宮
ら
に
向
け
ら
れ
た
と
論
じ
た
。

ま
た
第
二
章
は
、
開
国
を
求
め
る
諸
列
強
の
外
圧
の
な
か
で
、
京

都
防
衛
が
重
要
な
課
題
と
し
て
登
場
す
る
こ
と
に
視
点
を
置
き
、
御

所
諸
門
の
警
備
問
題
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
を
朝
政

（国
政
）
の
主
導

権
問
題
と
あ
わ
せ
て
分
析
し
た
。
京
都
所
司
代
の
御
所
警
備
に
対
し

て
、
諸
藩
の
割
り
込
み
要
求
が
強
ま
り
、
京
都
に
お
け
る
幕
府
側
の

警
備
主
導
権
確
保
の
た
め
に
設
置
し
た
機
関
が
、
京
都
守
護
職
で

あ
っ
た
と
論
じ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
京
都
警
備
の
実
権
が
守
護

職

。
所
司
代
に
移
行
し
、
そ
れ
が
逆
に

一
会
桑
に
対
す
る
反
幕
派
の

強
い
反
発
を
ま
ね
い
た
と
い
う
。
御
所
諸
門
の
警
備
担
当
問
題
が
重

要
な
政
治
課
題
と
な
り
、
最
終
的
に
は
倒
幕
を
決
行
す
る
た
め
の
不

可
欠
な
前
提
と
し
て
、
倒
幕
派
内
で
真
剣
に
議
論
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
論
じ
た
の
で
あ
る
。

第
四
章
は
、
慶
応
二
年

（
一
八
六
一Ｃ

七
月
の
将
軍
家
茂
の
死

後
、
将
軍
職
を
固
辞
し
た

一
橋
慶
喜
が
八
月
に
第
二
次
長
州
征
伐
の

名
代
出
陣
を
中
止
し
、
土
佐

・
薩
摩
藩
な
ど
の
上
京
を
勧
誘
し
た
こ

と
で
、
慶
喜
と
会
津
藩
と
の
対
立
が
決
定
的
に
な
っ
た
と
論
じ
た
。

九
月
に
朝
廷
内
の
二
条
関
白
や
テ
宮
ら
の
参
朝
停
止
と
相
ま
っ
て
、

い
わ
ゆ
る

「中
央
政
局
の
真
空
状
態
」
が
生
れ
た
と
評
し
て
い
る
。
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十
月
の
小
笠
原
長
行
の
老
中
罷
免
、
容
保
の
守
護
職
辞
任
申
請
に

よ
っ
て
、　
一
会
桑
が
完
全
に
瓦
解
し
た
と
し
、　
一
会
桑
権
力
の

「崩

壊
」
の
時
期
を
慶
応
二
年
八
月
上
旬
と
規
定
し
た
。
そ
し
て
十
二
月

の
慶
喜
の
将
軍
職
就
任
、
孝
明
天
皇
の
死
去
と
い
う
新
た
な
政
治
状

況
の
な
か
で
、
幕
府
と
薩
摩
藩
の
協
調
路
線
が
見
ら
れ
た
こ
と
を
論

じ
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
反
幕
派
の
打
倒
対
象
が
特
定
化
で
き
な

く
な
っ
た
と
い
う
新
た
な
論
点
を
提
示
し
た
。

第
五
章
は
、
ま
ず
幕
府
が
列
強
の
圧
力
に
よ
っ
て
兵
庫
開
港
を
受

け
入
れ
、
独
断
で
勅
許
奏
請
を
行

っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で

の
幕
薩
協
調
路
線
が
破
綻
し
た
と
述
べ
た
。
議
奏

・
伝
奏
の
人
事
な

ど
で
幕
府
と
薩
摩
藩
の
対
立
が
深
刻
化
し
、
さ
ら
に
幕
府
が
長
州
藩

の
寛
大
な
処
分
と
兵
庫
開
港
の
同
時
勅
許
を
勝
ち
と
っ
た
こ
と
か

ら
、
幕
府
と
薩
摩
藩
の
対
立
が
決
定
的
に
な
っ
た
と
い
う
経
緯
で
あ

る
。
そ
し
て
慶
応
三
年
五
月
段
階
で
、
武
力
倒
幕
が
現
実
の
課
題
と

し
て
浮
上
し
た
と
論
じ
た
。
同
年
六
月
の
薩
土
盟
約
の
締
結
は
、
武

力
倒
幕
の
た
め
の
名
目
づ
く
り
の
方
策
と
み
な
し
、
ま
た
武
力
倒
幕

派
が

「討
幕
の
密
勅
」
の
獲
得
を
進
め
た
が
、
慶
喜
が
大
政
奉
還
を

奏
上
し
た
こ
と
か
ら
、
武
力
倒
幕
も
空
振
り
に
な
っ
た
と
評
し
た
。

倒
幕
運
動
の
た
か
ま
り
に
と
も
な

っ
て
、
そ
れ
ら
に
対
抗
す
る
ヂ

宮

。
会
津
藩
勢
力
が
再
浮
上
し
、
以
後
、
土
佐
藩
は
公
議
政
体
路
線

を
と
り
、　
一
方
の
薩
摩
藩
は
打
倒
対
象
を
会
津
藩
に
特
定
す
る
に

至

っ
た
と
論
じ
て
い
る
。

第
六
章
で
は
、
大
久
保
利
通

。
西
郷
隆
盛
ら
が
企
図
し
た

「討
幕

の
密
勅
」
が
、
慶
応
三
年
十
月
十
四
日
の
大
政
奉
還
に
よ
っ
て
画
餅

に
帰
し
、
武
力
倒
幕
派
の
打
倒
対
象
が
、
王
政
復
古
に
異
を
唱
え
る

会
津

・
桑
名
両
藩
に
絞
り
込
ま
れ
た
こ
と
を
論
じ
た
。
そ
の
上
で
、

大
久
保
・西
郷
ら
に
よ
る
十
二
月
九
日
の
王
政
復
古
ク
ー
デ
タ
ー
を
、

「討
幕
」
を
目
的
と
し
た
武
力
発
動
で
は
な
く
、
会
津

・
桑
名

の

「両
藩
を
た
た
き
潰
す
こ
と
で
佐
幕
派
勢
力
に
壊
滅
的
な
打
撃
」
を

あ
た
え
、
そ
の
あ
と
の
王
政
復
古
を
進
行
さ
せ
る
た
め
の

「
シ
ョ
ッ

ク
療
法
」
で
あ
っ
た
と
位
置
づ
け
た
。
ク
ー
デ
タ
ー
は
、
薩
摩
藩
を

中
心
と
す
る

「王
政
復
古
派
」
が
、
会
桑
両
藩
が
警
備
す
る
唐
門

・

清
所
門

・
蛤
門
を
接
収
し
た
時
点
で
成
功
し
た
と
評
し
た
。

ま
た
、
ク
ー
デ
タ
ー
で
成
立
し
た
中
央
政
府
に
つ
い
て
は
、
公
議

政
体
派

（土
佐
藩
）
と
武
力
倒
幕
派

（薩
摩
藩
等
）
と
の
間
に
成
立

し
つ
つ
あ

っ
た
妥
協
点
が
、
小
御
所
会
議
で
崩
壊
し
、
慶
喜
を
打
倒

す
る
線

へ
逆
も
ど
り
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
慶
喜

を
議
定
職
に
任
じ
よ
う
と
す
る
動
き
が
強
ま
る
な
か
で
、
大
久
保
利

通
が
は
じ
め
て
徳
川
氏
本
体
の
打
倒
を
考
え
た
と
論
じ
て
い
る
。
そ

の
理
由
を
、
徳
川
氏
お
よ
び
会
桑
両
藩
を
含
む
雄
藩
連
合
政
権
が
成
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立
し
、
王
政
復
古
ク
ー
デ
タ
ー
が
、
旧
来
の
封
建
支
配
体
制

の
修

正

。
再
編
に
と
ど
ま
る
危
険
性
が
出
て
き
た
た
め
で
あ
る
と
位
置
づ

け
た
。
つ
い
で
鳥
羽

・
伏
見
の
戦
で
旧
幕
府
側
が
敗
北
し
た
結
果
、

公
議
政
体
派
は
勢
力
を
失
墜
し
、
武
力
倒
幕
派
の
指
導
権
が
確
立
し

て
、
天
皇
を
政
治
的
主
体
と
す
る
新
国
家
建
設

へ
の
方
向
が
い
っ
き

に
切
り
ひ
ら
か
れ
た
と
論
じ
た
。
さ
ら
に
戊
辰
戦
争
に
つ
い
て
は
、

新
政
府
軍
に
よ
る
若
松
城
攻
撃
と
会
津
藩
の
降
伏
を
重
視
し
、
そ
の

結
果
、
武
力
倒
幕
派
の
攻
撃
目
標
が
最
終
的
に
打
倒
さ
れ
、
倒
幕
運

動
が
終
了
し
た
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

以
上
が
六
章
に
わ
た
る
本
文
で
あ
る
が
、
本
書
に
は
補
論
が
附
さ

れ
て
お
り
、
幕
末
に
朝
廷
内
に
新
設
さ
れ
た
国
事
審
議
機
関
、
具
体

的
に
は
文
久
二
年
に
設
置
さ
れ
た
国
事
御
用
掛
と
翌
年
の
国
事
参

政

。
国
事
寄
人
に
つ
い
て
考
察
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
国
事
審
議
機

関
に
よ
っ
て
公
家
が
国
事
討
議
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
「朝

権
」
の
進
出
上
、
画
期
的
な
意
義
を
も

っ
た
こ
と
が
論
じ
ら
れ
た
。

三

で
は
、
こ
の
よ
う
な
幕
末
政
治
運
動
、
と
り
わ
け
松
平
容
保
の
京

都
守
護
職
就
任
か
ら
戊
辰
戦
争
で
の
会
津
藩
降
伏
ま
で
を
考
察
し
た

本
書
の
成
果
は
、
ど
の
よ
う
な
点
に
顕
著
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ

で
は
、
と
り
あ
え
ず
以
下
の
六
点
に
絞

っ
て
述
べ
て
み
た
い
。

ま
ず
本
書
の
第

一
の
成
果
は
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
考
察
さ
れ
て
い

な
か
っ
た

一
会
桑
権
力
に
つ
い
て
、
そ
の
性
格
と
構
造
を
分
析
し
、

独
自
性
を
改
め
て
論
述
し
た
点
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
従
来
の
研
究
が

一
会
桑
三
者
の
動
向
と
幕
府
側
の
そ

れ
を

一
括
し
て
考
え
て
き
た
傾
向
が
強
い
の
に
対
し
、
当
該
期
の
政

治
構
造
が
朝
廷

・
幕
府

・
諸
藩
の
三
者
構
造
で
は
論
じ
切
れ
な
い
こ

と
を
指
摘
し
、
幕
府
と

一
会
桑
権
力
を
区
別
し
て
論
じ
た
。
会
津
藩

の
役
割
と
活
動
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
せ
、
そ
の
こ
と
か
ら
幕
府
に

対
す
る

一
会
桑
権
力
の
独
自
性
を
強
調
し
た
の
で
あ
る
。　
一
会
桑
権

力
に
対
す
る
幕
府
老
中
の
不
信

・
反
発
な
ど
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
十
分
な
実
証
が
な
い
ま
ま
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
だ
け
に
、
本
書
の

丹
念
な
分
析
は
大
変
に
説
得
力
に
富
む
成
果
と
な

っ
て
い
る
。

ま
た
第
二
の
成
果
は
、
文
久
三
年
正
月
に
設
置
さ
れ
た
会
津
藩
の

公
用
方
を
分
析
し
、
そ
の
上
に
立

っ
て

一
会
桑
権
力
内
に
お
け
る
会

津
藩
の
役
割
を
論
証
し
た
点
で
あ
る
。

本
書
は
、
公
用
方
の
中
心
と
な
っ
た
小
森
久
太
郎

。
外
島
機
兵

衛

・
野
村
左
兵
衛

。
秋
月
悌
次
郎

。
広
沢
安
任
ら
の
動
向
を
詳
し
く

究
明
し
、
か
れ
ら
が
集
団
で
京
都
守
護
職
松
平
容
保
を
補
佐
し
た
こ

と
を
分
析
し
て
い
る
。
公
用
方
が
京
都
本
陣
や
朝
廷
内
で
の
重
要
な
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位
置
を
占
め
て
い
た
こ
と
の
指
摘
は
的
確
で
、
本
書
の

「幕
末
の
中

央
政
局
は
、
会
津
藩
公
用
方
の
存
在
を
無
視
し
て
は
語
れ
な
く
な

る
」
と
い
う
記
述
は
、
説
得
力
に
富
む
。
従
来
は

Ｆ
バ
津
戊
辰
戦

史
』
や
星
亮

一

『松
平
容
保
と
そ
の
時
代
』
（歴
史
春
秋
社
）
で
簡
単

に
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
程
度
で
あ
っ
た
の
で
、
本
書
に
よ
る
詳
し
い
考

察
は
高
く
評
価
し
て
よ
い
。
こ
の
点
、　
一
会
桑
権
力
に
つ
い
て
も
、

本
書
は
こ
れ
ま
で

一
橋
慶
喜
が
中
心
に
論
述
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
批

判
し
、
公
用
方
を
背
景
と
し
た
会
津
藩
の
役
割
を
強
調
し
た
。
同
藩

が
幕
府
か
ら
京
都
守
護
職
に
任
じ
ら
れ
、
さ
ら
に
朝
幕
間
の
結
合
の

媒
介
体
と
し
て
の
役
割
、
諸
藩
の
国
政
参
加
を
阻
止
す
る
役
割
を
は

た
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
、
同
藩
の
位
置
が
無
視
で
き
な
い
と
論
じ

て
い
る
。
こ
の

一
会
桑
権
力
内
に
お
け
る
会
津
藩
の
役
割
を
重
視
す

る
本
書
の
指
摘
は
、　
一
橋
慶
喜
が
江
戸
の
幕
府

・
諸
役
人
の
嫉
妬

・

反
感
を
買
っ
て
い
た
こ
と
の
指
摘
と
あ
い
ま
っ
て
、
大
変
に
注
目
し

て
よ
い
成
果
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
第
二
の
成
果
は
、　
一
会
桑
権
力
の

「成
立
」
と

「崩
壊
」

の
時
期
区
分
に
、
新
た
な
視
点
を
提
示
し
た
こ
と
で
あ
る
。

従
来
、　
一
会
桑
権
力
の

「成
立
」
に
つ
い
て
は
、
慶
喜
の
禁
裏
御

守
衛
総
督
就
任
に
続
い
て
、
元
治
元
年

（
一
八
六
四
）
四
月
に
松
平

容
保
が
京
都
守
護
職
に
再
任
さ
れ
、
松
平
定
敬
が
京
都
所
司
代
に
任

じ
ら
れ
た
時
期
と
み
な
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
、
本
書
は
そ
れ
に
疑
問

を
示
し
、
元
治
元
年
七
月
の
禁
門
の
変
以
降
と
論
じ
て
い
る
。
そ
れ

は
、
禁
門
の
変
に
勝
利
し
た
慶
喜
が
強
硬
論
に
転
じ
、　
一
会
桑
に
よ

る
皇
居

。
公
家
地
の
警
備
の
進
展
、
お
よ
び
慶
喜
が
会
津
藩
に
歩
調

を
合
わ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
着
目
し
て
い
る
。　
一
会
桑
の
権

力
と
し
て
の

一
体
性
を
重
視
し
た
本
書
の

「成
立
」
論
は
、
権
力
の

実
態
に
も
と
づ
く
説
得
力
の
あ
る
視
点
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
本
書

は
、　
一
会
桑
に
よ
る
朝
廷
掌
握
が
達
成
さ
れ
、
朝
幕
間
の
媒
介
体
と

し
て
の
役
割
を
は
た
す
よ
う
に
な
っ
た
慶
応
元
年
春
ご
ろ
を
、　
一
会

桑
権
力
の

「確
立
」
期
と
位
置
づ
け
た
。

ま
た
本
書
は
、　
一
会
桑
の

「崩
壊
」
の
時
期
に
つ
い
て
も
、
従
来

の
よ
う
に
慶
喜
の
将
軍
職
就
任
に
と
も
な
う

一
桑
と
会
津
の
分
裂
時

と
す
る
の
で
は
な
く
、
も
う
少
し
早
い
慶
応
二
年
八
月
と
論
じ
た
。

八
月
の
慶
喜
の
長
州
征
伐
出
陣
中
止
と
そ
の
後
の
九
州
諸
藩
の
解
兵

問
題
を
重
視
し
、
そ
れ
が
慶
喜
に
対
す
る
会
津
藩
と
ヂ
宮
の
反
発
と

な
り
、
十
月
の
容
保
の
京
都
守
護
職
辞
職
申
請
に
結
び
つ
く
と
指
摘

し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
会
津
藩
の
動
向
を
重
視
し
た
時
期
区
分
論
で

あ
り
、　
一
会
桑
内
の
会
津
藩
の
役
割
を
高
く
評
価
し
た
こ
と
に
も
と

づ
く
具
体
的
な
視
点
と
い
え
る
。

第
四
の
成
果
は
、
京
都
御
所
諸
門
の
警
備
問
題
を
取
り
上
げ
て
詳
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細
に
分
析
し
、
そ
れ
を
朝
政

（国
政
）
の
主
導
権
掌
握
問
題
と
あ
わ

せ
て
検
討
す
る
と
い
う
斬
新
な
方
法
論
を
設
定
し
、
そ
の
考
察
に
成

功
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
開
港
後
の
京
都
御
所
警
備
の
危
機
に
対
し
、
諸
藩
が

割
り
込
み
を
は
か
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
に
視
点
を
あ
て
て
い
る
。

そ
の
対
抗
策
が
幕
府
に
よ
る
京
都
守
護
職
の
設
置
で
あ
っ
た
と
い

う
。
そ
し
て
禁
門
の
変
後
、
京
都
守
護
職

。
所
司
代
の
京
都
御
所
警

備
の
掌
握
が
、　
一
会
桑
権
力
を
支
え
る
も
の
に
な

っ
た
と
論
じ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
一
会
桑
に
よ
る
御
所
警
備
の
経
緯
と
、
そ
れ
が
反
幕

派
の
反
発
と
な
っ
た
こ
と
の
考
察
は
、
大
変
に
興
味
ぶ
か
く
有
意
義

で
あ
る
。

第
五
の
成
果
は
、
国
事
審
議
機
関
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
分
析
を

行
い
、
と
く
に
国
事
御
用
掛
の
設
置
を
、
テ
宮
が
中
心
と
な
っ
て
上

級
公
家
主
導
型
の
体
制
を
作

っ
た
も
の
と
位
置
づ
け
た
点
で
あ
る
。

そ
こ
で
は
国
事
御
用
掛
の
設
置
を
尊
攘
派
の
進
出
に
結
び
つ
け
る

従
来
の
見
解
に
疑
間
を
提
示
し
、
む
し
ろ
石
井
孝
氏
の
指
摘
を
発
展

さ
せ
て
い
る
。
国
事
御
用
掛
を
上
級
公
家
主
導
型
の
国
事
審
議
機
関

と
み
な
し
、
そ
れ
に
対
抗
す
る
尊
攘
派
の
要
求
が
国
事
参
政
と
国
事

寄
人
の
設
置
と
な
り
、
そ
の
も
と
で

「激
派
堂
上
」
と
尊
攘
派
に
よ

る
新
た
な
権
力
主
体
が
形
成
さ
れ
た
と
評
し
た
。
そ
し
て
彼
ら
の
強

硬
路
線
が
薩
摩
藩
を
は
じ
め
と
す
る
公
武
合
体
派
や
上
層
公
家
の
反

発
を
ま
ね
き
、
文
久
政
変
に
な

っ
た
と
論
じ
て
い
る
。
ご
の
結
果
と

し
て
、
国
事
参
政
と
国
事
寄
人
が
廃
さ
れ
て
国
事
御
用
掛
の
み
が
存

続
し
た
こ
と
、
そ
れ
が
公
武
合
体
派
の
上
級
公
家
中
心
の
国
事
審
議

機
関
と
し
て
の
性
格
を
強
め
た
こ
と
の
指
摘
は
、
大
変
に
有
効
と
思

わ
れ
る
。

最
後
に
第
六
の
成
果
と
し
て
は
、
幕
末
会
津
藩
の
政
治
運
動
、
と

り
わ
け
公
用
方
を
中
心
と
し
た
活
動
を
、
Ｒ
パ
津
藩
庁
記
録
』
や

「会
津
藩
文
書
」
「
史
籍
雑
纂
し

な
ど
を
用
い
て
精
力
的
に
論
述
し

た
点
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
会
津
藩
研
究
は
、
京
都
を
中
心
と
し
た

動
向
に
つ
い
て
の
考
察
が
少
な
く
、
そ
れ
も

『京
都
守
護
職
始
末
』

『七
年
史
』
に
依
拠
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
本
書

が

『会
津
藩
庁
記
録
』
、
あ
る
い
は
会
津
藩
士
武
藤
左
源
太
の

『響

徴
録
』
な
ど
の
会
津
藩
関
係
の
基
本
史
料
、
桑
名
藩
関
係
の
諸
史
料

を
は
ば
広
く
活
用
し
た
意
義
は
大
き
い
。
幕
末
政
治
史
と
り
わ
け
会

津
藩
研
究
に
、
史
料
面
で
の
新
た
な
分
野
を
切
り
開
い
た
成
果
と
評

価
し
て
よ
い
。

四

と
こ
ろ
で
、
顕
著
な
成
果
を
六
点
に
限
っ
て
述
べ
た
が
、
本
書
の
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残
さ
れ
た
課
題
を
指
摘
す
る
な
ら
ば
、
ど
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う

か
。
と
り
あ
え
ず
、
気
の
つ
い
た
問
題
点
を
あ
げ
る
と
、
以
下
の
指

摘
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ま
ず
第

一
の
問
題
点
と
し
て
は
、
本
書
が
会
津
藩
の
動
向
に
注
目

し
た
結
果
、
慶
応
四
年
十
二
月
九
日
の
王
政
復
古
ク
ー
デ
タ
ー
の
評

価
が
会
津
藩
中
心
と
な
り
、
視
野
が
狭
く
な

っ
て
い
る
点
で
あ
る
。

本
書
で
は
、
王
政
復
古
ク
ー
デ
タ
ー
に
つ
い
て
、
「討
幕
を
目

的
」
と
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
し
、
「現
状
肯
定
的
な
馴
れ
合

い
」
を
粉
砕
す
る
た
め
の
ク
ー
デ
タ
ー
方
式
の

「
シ
ョ
ッ
ク
療
法
」

で
あ
っ
た
と
論
じ
て
い
る
。
同
時
に
、
会
津

・
桑
名
両
藩
を
挑
発
し

て
た
た
き
潰
す
こ
と
が
目
的
で
あ

っ
た
と
位
置
づ
け
た
。
だ
が
、
王

政
復
古
ク
ー
デ
タ
ー
の
目
的
が
、
本
書
の
論
じ
る
よ
う
に
、
は
た
し

て
会
津

。
桑
名
両
藩
を
挑
発

・
打
倒
す
る
こ
と
に
あ

っ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
も
し
そ
う
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
慶
応
三
年
十
月
の

「討

幕
の
密
勅
」
な
ど
は
本
来
作
ら
れ
る
必
要
も
な
い
し
、
天
バ
桑
両
藩

の
討
伐
」
の
沙
汰
書
だ
け
で
よ
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
さ
ら

に
、
「
シ
ョ
ッ
ク
療
法
」
や
会
津

・
桑
名
両
藩
の
排
除
の
目
的
だ
け

で
、
軍
事
的
な
行
動
を
と
も
な
っ
た
王
政
復
古
ク
ー
デ
タ
ー
を
お
こ

な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
王
政
復
古
の
流
れ
が
出
来

つ
つ
あ

っ
た
と

は
い
え
、
ク
ー
デ
タ
ー
と
と
も
に
王
政
復
古
の
大
号
令
を
発
令
し
、

幕
府

・
摂
政

・
関
白
と
い
っ
た
武
家

。
公
家
の
廃
止
や
神
武
創
業
に

も
と
づ
く
こ
と
を
明
記
し
た
理
由
は
、
決
し
て
小
さ
く
な
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
た
し
か
に
薩
摩
藩
が
会
津
藩
打
倒
を
念
頭
に
置
い
て
い

た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
こ
の
段
階
で
は
す
で
に

「倒
会
津
」
で

は
な
く
、
種
々
の
妥
協
を
予
定
し
な
が
ら
も
、
「討
幕
」
を
含
め
た

「倒
幕
」
が
本
来
の
目
的
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
に

「密
勅
」

や
ク
ー
デ
タ
ー
が
断
行
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

第
二
の
本
書
の
問
題
点
は
、
新
政
権
の
成
立
後
の
小
御
所
会
議
に

つ
い
て
、
守
護
職

・
所
司
代
の
免
職
問
題
が
辞
官
納
地
問
題
と
と
も

に
重
要
な
目
的
で
あ

っ
た
の
に
、
「事
情
を
よ
く
飲
み
込
め
て
い
な

か
っ
た
」
山
内
容
堂
が
ク
ー
デ
タ
ー
を
非
難
し
、
慶
喜
を
評
議
の
席

に
加
え
る
よ
う
に
主
張
し
た
こ
と
で
、
慶
喜
の
辞
官
納
地
問
題
に
討

議
が
集
中
し
て
し
ま
っ
た
と
論
じ
て
い
る
点
で
あ
る
。

右
の
よ
う
に
評
価
す
る
な
ら
ば
、
会
議
の
半
ば
で
慶
喜
に
よ
る
会

津

・
桑
名
罷
免
が
判
明
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
も
辞
官
納

地
を
め
ぐ
る
議
論
が
、
新
政
府
と
慶
喜
側
と
の
間
で
延
々
と
継
続
さ

れ
た
こ
と
を
、
ど
の
よ
う
に
理
解
し
た
ら
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
守

護
職

。
所
司
代
の
廃
止
は
、
す
で
に
ク
ー
デ
タ
ー
の
際
の
大
号
令
で

発
表
さ
れ
て
い
た
既
定
の
こ
と
で
あ
る
。
逆
に
辞
官
納
地
問
題
は
、

た
と
え
そ
の
方
向
が
生
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
な
お
小
御
所
会
議
で
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の
審
議

。
決
定
が
必
要
で
あ

っ
た
よ
う
に
思
う
。
そ
れ
ゆ
え
に
辞
官

納
地
問
題
が
、
発
足
し
た
ば
か
り
の
新
政
府
の
基
盤
強
化
に
欠
か
せ

な
い
こ
と
で
あ
り
、
や
は
り
最
大
の
課
題
で
あ

っ
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。

さ
ら
に
第
二
の
問
題
点
は
、
慶
応
三
年
の
幕
府
と
薩
摩
藩
の
協
調

路
線
に
つ
い
て
の
評
価
で
あ
る
。

当
該
期
に
は
た
し
か
に
幕
府
と
薩
摩
藩
側
と
の
歩
み
よ
り
が
み
ら

れ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
本
書
の
よ
う
に
大
き
く
評
価

す
る
と
す
れ
ば
、
史
料
的
な
裏
づ
け
が
さ
ら
に
望
ま
れ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
本
書
の
指
摘
す
る
幕
薩
協
調
路
線
の
前
年
の

一
月
、
す
で

に

「薩
長
盟
約
」
が
結
ば
れ
て
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

「薩
長
盟
約
」
に
は
、
本
書
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

「橋
会

桑
」
の
糾
弾
を
明
記
し
て
い
る
が
、
や
は
り
全
体
的
に
は
薩
摩
と
長

州
の
提
携
を
約
し
、
幕
府

へ
の
対
抗
策
が
中
心
で
あ
る
。
「薩
長
盟

約
」
で
す
で
に
こ
の
よ
う
な
方
向
を
打
ち
出
し
て
い
た
以
上
は
、
そ

れ
と
矛
盾
す
る
幕
薩
間
の
協
調
も
、
あ
る
種
の
妥
協
的
措
置
と
い
っ

た
要
素
が
無
視
で
き
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
「薩
長
盟
約
」
後

の
段
階
に
お
い
て
、
本
書
の
よ
う
に
薩
摩
藩
が
幕
薩
協
調
路
線
に
転

じ
た
と
位
置
づ
け
る
に
は
、
同
藩
の
全
体
的
な
動
向
に
着
目
し
た
よ

り
実
態
的
な
考
察
が
重
要
な
よ
う
に
思
う
。

第
四
の
問
題
点
は
、
会
津
藩
の
藩
論
形
成
や

一
会
桑
権
力
の
実
態

に
つ
い
て
、
よ
り
深
い
考
察
と
史
料
収
集
が
望
ま
れ
る
点
で
あ
る
。

会
津
藩
に
つ
い
て
は
、
京
都
と
江
戸
お
よ
び
会
津
の
国
元
の
関

係
、
あ
る
い
は
御
所
警
備
に
あ
た
っ
た
藩
兵
や
軍
事
力
の
あ
り
方
な

ど
は
ど
の
よ
う
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。　
一
会
桑
権
力
の
実
態
、
会

津
藩
に
比
較
し
た

一
橋
家
の
全
体
的
動
向
や
京
都
所
司
代
で
あ

っ
た

桑
名
藩
の
実
態
は
い
か
な
る
も
の
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点

は
、
本
書
で
も
可
能
な
か
ぎ
り
追
求
し
よ
う
と
し
た
こ
と
と
思
わ
れ

る
が
、
や
は
り
今
後
の
長
期
的
視
野
に
立

っ
た
史
料
収
集
と
そ
の
分

析
が
望
ま
れ
る
。
「大
日
本
維
新
史
料
稿
本
」
や

「
一
橋
家
文
書
」

の
活
用
、
あ
る
い
は
当
該
期
の
諸
藩
の
藩
庁
文
書
な
ど
の
は
ば
ひ
ろ

い
調
査
が
、
今
後
と
も
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

五

本
書
は
、
著
者
が
膨
大
な
幕
末
史
料

に
十
数
年
か
け
て
取
り
組

み
、
重
要
な
事
項
を

一
日
単
位
で
書
き
写
し
、
そ
れ
を
斬
新
な
視
角

か
ら
分
析

。
考
察
し
た
貴
重
な
労
作
で
あ
る
。
膨
大
な
幕
末
史
料

は
、
こ
れ
ま
で
等
閑
に
さ
れ
て
い
た
も
の
も
多
く
、
そ
れ
ら
を
は
ば

広
く
活
用
し
た
著
者
の
労
苦
は
、
ま
こ
と
に
敬
服
に
値
す
る
。

本
書
の
課
題
と
し
て
、
気
が
付
い
た
ま
ま
に
疑
間
を
書
き
並
ば
せ
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て
い
た
だ
い
た
が
、
生
半
可
な
理
解
に
も
と
づ
く
的
外
れ
な
記
述
が

多
い
か
と
思
う
。
い
ず
れ
も
蛇
足
の
た
ぐ
い
で
、
決
し
て
本
書
の
価

値
が
そ
こ
な
わ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

本
書
の
全
体
を
通
し
て
改
め
て
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
は
、
従
来

の
西
南
雄
藩
を
中
心
と
し
た
討
幕
派
研
究
に
対
し
、　
一
会
桑
権
力
の

分
析
か
ら
逆
照
射
す
る
と
い
う
新
た
な
視
角
に
よ
つ
て
、
幕
末
政
治

史
を
再
構
成
し
た
本
書
の
意
義
の
大
き
さ
で
あ
る
。
ま
た
、
通
説
に

対
し
て
常
に
疑
間
を
投
げ
か
け
、
新
た
な
鋭
い
指
摘
を
提
示
し
て
い

る
こ
と
の
新
鮮
さ
で
あ
る
。
本
書
の
随
所
に
示
さ
れ
た
精
力
的
な
分

析
成
果
と
、
積
極
果
敢
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
に
富
ん
だ
考
察
は
、
後

学
の
明
治
維
新
史
研
究
者
の
大
き
な
刺
激
と
な
る
に
ち
が
い
な
い
。

家
近
良
樹
著

『幕
末
政
治
と
倒
幕
運
動
」
、
吉
川
弘
文
館
、　
一
九
九
五

年
刊
、
Ａ
５
判
、
三
一
三
頁
、
本
体
六
二
〇
〇
円

（ま
つ
お
　
ま
さ
ひ
と
。
中
央
大
学
教
授
）
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